
千葉体育学研究 ,16,115-H9,1993

<資 料>

女 rサ ッ

ー 第 ■

スアー の 試 合 しこ お |す

3回 全 日 本 女 子 サ

る イ E/プ 1/一 ―に 関 T夕 る ol―究

ッ カ ー 選 手 権 大 会 か ら ―

芦原正紀
2渡辺貫二1

1国際学院埼玉短期大学  2湘 南工科大学

Research on ln―Play at, Women's Soccer Games

Ka■ii WATANABEl and Masanori ASHIWARA2

lKokusai Gakuin Saitama ∬1lnlor Collc,o

I、 轟 霧I

男子のサッカー界ではプロ O l'一グf〕発デイ:打

えて何かと話願|)多く,登 l′みなF〕́ 「・
'こ

が ,

女子のサッず,‐TI;笠 1「1111全11■lr了ギ ′ヽカー

選手権大会を通え,一 般fb′メ、々 JI関,1｀ヽキ、高まって

きている(サ ッカーの技術 e戦術の向 Lとl li tノ:こ,

1991年 には世界女了サ・:タカーi玉手権大会l‐「|,

出場 し,予 選 リーグで はアジアの代表と1し
‐
て世界

に日本の力をアピールできたのではないだろうか。

近年女子のサゾカ・ノ_買t,増夕、各種大会も各地

で活発に開かれるよ う|:なシ「Iきた。また,第 4

回を迎える女子の日本 lタータノ
｀
く,外国選手を補強 1/

て内容的に1もかなり盛 り上がりをみせているc

そこで ,現 在日本の女子サッカー界
~〔`

は最j主彦

試合である第 1 3ヽ回 全日本女子サッカー選手権大

会の準決勝二試合と決勝のゲームについて,イ ン

プレー及びアウトオブプレーの時間と回数を記録

することにより,観 戦する立場から見た試合のお

もしろさの追求と現在サッカー界で注文を■,けら

れ・ているプレーの連続性と試合運び等の内容につ

いて検討を加えてみた。

E.方  濃

調査の対象となった試合は,第 18回 全日本女

子サッカー選手権大会準決勝戦
・こある (平成41年

3月 25日 西が丘サッカ…場)「 鈴与清水 ).ざナ

ブ リーレディース」対 「プリマハムFCく プ・1

及び 「読売サッカークラプ女子ベレーザ」声ゞ 「圏

産FCレ デ ,ィース1の T試 合 ,並 びに決勝戦であ

る (平成4年 3月 26日 )「 読売サッカークラブ

女子ベレーザ J対 「鈴与清水FCラ ブ リーレディ

ース」の計三試合である。試合内容は,VIDEO CA

MERA RECORDER CD―TR55NTSCで録画 し,イ ンプレー

及びアウ トオブプレーの時間とその原因を分析 し

た。

Ⅲ.結 果

1.各 試合の総試合時間

表 1に 示すように,準 決勝第一試合は82分 1

秒 (前半 40分 16秒 ,後 半 41.分 45秒 )で あ

った。同様 に,準 決勝第二試合は81分 22秒

(前半40分 11秒 ,後 半 41分 11秒 ),決 勝

は 106分 10秒 (前 ・後半および延長戦前 ・後

半)で あった。

2.各 試合のインプレー時間

(a)準決勝第一試合

表 1に示すよう:こ,47分 38秒 (総試合時間

の58。 1%),直 な半28分 6秒 (6999%),

後半 22f}5Φ 静 (移島.4%)で あった。また,

1_回のイ、レrプじ/―時間は平均 25,3秒 で,前 半

27t3秒 ,後 半 23。 5秒 であった。1回のイ

L/プ
・
レー時間を1～ 10秒 ,11～ 20秒 ,21

～30秒 ,31～ 60秒 ,更 に61秒 以上の各段

階1馳総試合時間に占める割合を表わしたのが表 2

である。準決勝第一試合におしヽては,そ れぞれこ

7.4た ,23.5%″ 10.4%,17.4'。 ,
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11.3%で 30秒 以内が総試合時間の 71。 3

%を 占めていた。61秒 を越えるプレーは総試合

時間の 11。 3%で ,最 高は前半に記録 した 13

8.1秒 であった。

(b)準決勝第二試合

表 1に示すように,50分 56秒 (総試合時間

の62。 6%),前 半 28分 6秒 (69。 9%),

後半 22分 50秒 (55。 4%)で あった。また,

1回 当たりのインプレー時間は平均24.1秒 で ,

前半は29.1秒 ,後 半は19。 9秒 であつた。

表 2に 示 した時間別の割合では,そ れぞれ40。

9%,17.3%,15。 0%,18。 9%,7.

9%で 30秒 以内が総試合時間の73.2%を 占

め,61秒 を越えるプレーは7。 9%で あった。

最高は前半に記録した226。 7秒 であつた。

(c)決勝戦

表 1に 示すように,54分 27秒 (総試合時間

の51.3%)で ,前半20分 9秒 (49.1%),

後半 24分 12秒 (56。 1%),延 長戦前半4

分 43秒 (44.2%),延 長戦後半 5分 23秒

(47。 4%)と なり,準 決勝の二試合は総試合

時間に対 して約 60%が インプレー時間だつたが ,

決勝戦は約半分しかインプレー時間がなかった。

また,1回 のインプレー時間は平均 19。 0秒 で ,

前半 16。 3秒 ,後 半 26.9秒 ,延 長戦前半 1

5。 7秒 ,延 長戦後半 12。 4秒 であった。

表 2の 時間別の割合では,そ れぞれ48。 3%,

25.9%,10。 9%,9。 2%,5。 79tで

30秒 以内が総試合時間の 85。 1%を 占め,こ

1秒 を越えるプレーは5。 7%で あった。最高:ま

後半に言己録 した 140。 9秒 であつた。

3.各 試合のアウ トオブプレー時間

(a)準決勝第一試合

表 1に 示すように,34分 23秒 (総試合時賢

の41。 9%)で ,前半 16分 9秒 (40.1% ,

後半 18分 14秒 (43.7%)で あったGま た、

1回 当たりの時間は平均 18。 3秒 ,前 半 18・

3秒 ,後 半 18。 2秒 であつた。表 2に 示すとお

り時間別では61秒 を越えるものはなかったが ,

最高は後半記録した59。 9秒 であつた。

(b)準決勝第二試合

表 1に 示すように30分 26秒 (総試合時置二

37.4%),前 半 12分 5秒 (30。 1%),

後半 18分 21秒 (44.6%)で あった。lI

当たりの時間は平均 14.4秒 ,前 半 212。 こ

秒 ,後 半 16.0秒 であった。また,表 2に テ _

た様に時間別では,61秒 以上が0。 8%と な■

ているが ,こ れは選手の怪我が 1回 記録された二

とによるものである。

(c)決勝戦

表 1の ように51分 43秒 (総試合時間の43

7%),前 半 20分 54秒 (50。 9%),後 ニ

18分 54秒 (43。 9%)。 1回 当たりの二巧

時間は 18。 0秒 で前半 16。 9秒 ,後 半 21.

表 1 女子サッカーにおけるインプレー及びアウトオブプレーの時間の割合

区  分
インプレー アウトオブプレー

時 間 % 1回 当時間 時 間 % 1回 当時間 出現Ξ打

準

　

一

諦
畔
鮮

8%Hl秒
40分16秒
41分45秒

47分38秒

242・07秒
23分31秒

秒
秒
秒

34グ)23魂少
1%〕 9秒
18分14秒

41.9

40。1

43。7

18.3秒

18。3秒
18。秒

準

　

二

舗
畔
鮮

81分22秒
40分11秒
41分11秒

5げヽ6秒
280・06秒
222‐50秒

62.6
69。9

55.4

秒
秒
秒

30′)26魂少
1%H5秒
18分21秒

37.4
30。1

44.6

14.4秒 |
12。砂 |
16。0秒 |

決

　

勝

舗
前半
後半

l_I長前半
延長後半

106分10秒
41別 3秒
43分06秒
10分40秒
11分21秒

54グ)27魂少
2げH9秒
24分12秒
4分43秒
5分23秒

5 1 . 3

49。1

56。1

44.2

47。4

秒
秒
秒
秒
秒

19

16

26

15

12

51分43秒
20分54秒
1彰獅4秒
5分57秒
5那 砂

48。7

50。9

43。9

55.8

52.6

18.0秒 1 1~1
16.9秒 |  ~|
21。0秒   :|‐
19。妙 1 11

13.砂   1~
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0秒 ,延 長戦前半 19。 8秒 ,延 長戦後半 13。

8秒 であつた。表 2に 示 した時間別では61秒 以

上が 2回 記録された。これも怪我と選手の交代で

あった。

4.ア ウトオブプレーの出現回数

表 1で みるとおり,準 決勝第一試合では試合全

体を通して 113回 のアウトオブプレーが出現 し

た。これは43。 5秒 に 1回の割合で試合が中断

されたことになる。前半 53回 ,後 半 60回 で,

特に後半は41.8秒 に一回の割合で試合が中断

されたことになる。

準決勝第二試合では,試 合全体を通 して 127

回のアウトオブプレーが出現 した。これは38。

4秒 に1回 の割合で試合が中断されたことになる。

前半 58回 ,後 半 69回 で,特 に後半は35.8

秒に一回の割合で試合が中断されたことになる。

決勝戦では,試 合全体を通 して 172回 のアウ

トオブプレーが出現 した。これは37。 0秒 に1

回の割合で試合が中断されたことになる。前半9

2回 ,後 半 80回 ,延 長戦前半 18回 ,延 長戦後

半 26回 で,特 に延長戦後半は26。 2秒 に一回

の割合で試合が中断されたことになる。

5。 アウトオブプレーの出現原因

表 2 個 の々インプレー0アウトオブブレー時間中 境≦%)

表3.ア ウトオブプレー出張 、困のチーム (回)
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図 1に 示す様に,準 決勝第一試合ではフィール

ド外にポールが出ることによるアウトオブプレー

(スローイン,ゴ ールキック,コ ーナーキック)

が,ア ウ トオブプレー全体に当たる時間の75。

2%を 占め,フ ィール ド内でのアウトオブプレー

(反則 ・不正行為 ,オ フサイ ド,ゴ ールイン)は

24。 7%で あった。その内訳をみると,ス ロー

インが 56.6%(64回 ),ゴ ールキックが 1

2◆ 4%(14回 ),コ ーナーキックが 6。 2%

(7回 ),反 則 0不正行為が 15。 0%(17回 ),

ォフサイ ドが6。 2%(7回 ),ゴ ールインが 3.

5%(4回 )で あつた。

準決勝第二試合ではフィール ド外にポールが出

ることによるアウトオブプレーが74.8%,フ

ィール ド内でのアウ トオブプレーが25.2%で

あった。その内訳は,ス ローインが55.1%(7

0回 ),ゴ ールキックが 9。 4%(12回 ),コ ーナ

ーキックが 10◆ 2%(13回 ),反 則 0不正行

為が 19。 7%(25回 ),オ フサイ ドが4。 7

%(6回 ),ゴ ールインが 0。 8%(1回 )で あ

った。

決勝戦ではフイール ド外にボールが出ることによ

るアウ トオブプレーが 77。 3%,フ ィール ド内

でのアウ トオブプレーが22。

7%で あった。その内訳は,ス

ローインが 58。 7%(101

回),ゴ ールキックが 11。 0

%(19回 ),コ ーナーキック

が 7。 6%(13回 ),反 員J・

不正行為が 17。 4%(30回 ),

オフサイ ドが4。 1%(7回 ),

ゴールインが 1◆ 2%(2回 )

であった。

三試合を通 してポールがタッ

チラインから出ることによるス

ローインがアウトオブプレー全

体の 50%以 上を占め,準 決勝

第一試合では76。 9秒 に1回 ,

準決勝第二試合では69。 7ち

に 1回 ,決 勝戦では63.1チ l

キ奴一”ニ
一ヽ
一

一回当たりの

躙

インプレー ァウトオブプレー

準 一 準 二 決 勝 準 一  準 二 決 勝

1～10

11～20

21～30

30秒以上

60秒以上

37.4    40.9

23.5    17。3

10.4    15。0

17。4    18。9

11。3   7. 9

29.5

4 1。0

16.8

1 1 . 6

1 . 2

スローイン I G }i   C K

前半 後半 1前二 後半 前半 後半

F K

前半 後半

準

一

日産FC

読売ベレ

1 7

16

準

二

鈴与清水
プリマ

決

勝
鈴与清水
読売ベレ
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に一回の割合で行われたことになる。

6。 チーム別アウトオブプレー出現原因回数

表 3に 示すように,ア ウトオブプレーの出現原

因別の回数をチーム毎に分けてみた。その出現原

因の内訳はスローイン,ゴ ールキック,コ ーナー

キック,フ リーキックの4種 日でそれぞれ前 ・後

半に分けた。

準決勝第一試合をみるとスローインは両チーム

ともあまり差がなく,ゴ ールキックにおいては日

産が前半多いのは読売のシユー トの数が多かつた

ためであり,後 半は逆であつた。コーナーキック

は全部が読売のコーナーキックであり,ゴ ール前

またはその近 くでのプレーに対 して日産が守 り,

読売が攻撃するパターンが多かつたことがわかる。

日産のコーナーキックが 1回 もないのは興味深い

ことである。またフリーキツクをみると両チーム

ともそう変わ りがないが,前 半読売の反則,後 半

は日産の反則が多かつたことがわかる。結果は読

売が前半 1点 ,後 半 3点 を得点 した。

準決勝第二試合のスローインの回数は両チーム

ほぼ同数であつた。ゴールキックも前 ・後半通 じ

て数こそ同じであつたが鈴与のゴールキックが後

半のみに集中しているのはプリマハムのシユー ト

の回数が後半だけに偏ったということで,こ れは

前半シュー トに結びつ くプレーがプリマハムには

少なかったことが考えられ,,鈴 与が有利に試合

を展開したことがわかる。後半はプリマハムがや

や優勢にゲームを進めている。コーナーキックが

両チームともに後半多かつたことは後半のはじめ

と終盤を鈴与 ,後 半の中盤をプ リマハムのペース

で試合が運ばれた結果であつた。フリーキツクは

ほぼ同じであつた。鈴与が後半 1点 を得点 した。

決勝戦では,他 の二試合に比ベスローインの回

数が両チームとも試合全体を通 して多かつたが,

これはアウトオブプレー時間の占める割合が多か

った原因である。コーナーキックの数は前 ・後半

合わせて両チームほぼ同数であつたが ,後 半読売

のゴールキックが前半の倍以上であった。これは

鈴与のペースで試合が進んでおり,鈴 与は後半に

得点 しているのが理解できる。読売は前半得点 し

図 1。アウトオブ

■スローイン
56.63χ
ロヨJ~ルK
12.38χ
■コーサー【
6.19χ

S ttR租

15004χ
田ォフザィド
6.19χ

日コールイン
3。53χ

準決鵬第一試合

■入ローイン
55。1lχ
口lJ~ルK
9。44χ

■コーサー【
10。23χ
N反日と不正
19.68χ
EEォフリイド
4。72χ

日J―ルイン
0。78χ

準決鵬第二賦合

■スローイン

58。72χ
Иl J~ル【
11。04χ
■コーチー【
7.55χ

S反日と不正
17。44χ
Eオ フサイド
4。06χ

E]J―ルイン

1。16χ

決鵬職
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ており前 ・後半とも同じペースで攻撃 しているの

がわかる。コーナーキックは前半鈴与 ,後 半読売

が多 くなり,こ れは回数の通 り攻撃が多いことで

ある。フリーキックは少 し差が出ており,特 に前

半に読売に多いことは試合の中で鈴与の反則が多

かったことで試合は読売ベースであったと言え,

後半は鈴与のフリーキックが多いのは鈴与のペー

スとなり,同 点とされて勝負に出た読売の試合運

びに少 し無理なところが出た結果であった。延長

戦は両チーム,ス ローイン,フ リーキックも同じ

で一進一退であった。読売が前半 1点 ,後 半鈴与

が 1点得点 し,結 果はPK戦 となり鈴与が優勝 し

た。

Ⅳ.考 察

プレーの連続性が,現 在求められているなかで

女子の日本を代表するこの大会において最も高い

レベルにあると言われている準決勝と決勝を分析

してみた。準決勝二試合は約 60%が インプレー

であったが,決 勝戦は50%程 度であったという

ことは試合時間の半分はプレーが止まっているこ

とである。
'も

ちろんおもしろさという点において

時間だけで判断するのは適当とはいえず技術 0戦

術等を総合的にみるのが妥当であるが ,1回 のイ

ンプレーの平均が三試合 とも約 26秒 以内であっ

たことは興が殺がれるのも禁 じ得ない。観戦する

立場で言えば少 しでも長 く連続 してプレーするこ

とにより,観 客を試合の中に引き込み 1つ 1つ の

プレーを見逃すことのできないようにグランド内

に集中させることができるのではないだろうか。

そうすることにより観客にも力が入り,選 手達も

場面場面でのギリギリのプレーが出来ると考えら

れる。技術的にもかなり向上 しており今後も試合

をスピー ドあるものにする為には,ト ラップ,キ

ックなどの正確さ,更 に戦術的にもますます高度

千葉体育学研究 ,16,115-H9,1993

化が要求されるが ,こ れを 1つ 1つ クリアーして

いくことによってアウ トォブプレーの要因を少 し

でも少なくしていくことが出来るのではないだろ

うか。またサッカー専用のグランドで行った試合

でありなが ら結果はアウトオブプレーに半分の時

間が費やされており,グ ランドの外に出たボール

を早く処理する為に選手 ,そ の他関係者も対策を

講 じる必要がある。また今後は試合を演出してい

ると言われている審判の対応の仕方についても考

えていくことが大切な要因であると言える。

Veま とめ

日本女子サッカーの試合におけるインプレー時

間,ア ウ トオブプレー時間とその要因について分

析 してみた。分析対象とした試合数が限られてい

て不十分な点も多いが,あ る程度の傾向を把握で

きたと思う。この分析結果が今後のチーム作りや

試合運びに反映されることを期待する。歴史の浅

い女子サッカー界であるが ,技 術面 ・戦術面で磨

きをかけ,ま すます魅力あるものにしてゆくには

今後とも多 くの人達の指導が不可欠であることを

記 して終わ りとする。
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